
太平山頂上物資空輸（6月6日）
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『
将
棋
の
神
さ
ま
が
い
た
ら
、
何
を
お
願
い
す

る
？
』
と
の
問
い
に
、
僅
か
十
七
歳
で
「
せ
っ

か
く
な
ら
一
局
、お
手
合
わ
せ
を
願
い
た
い
」と
、

我
々
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
答
え
を
返
し
た
藤

井
聡
汰
さ
ん
。
今
月
、
二
十
歳
に
し
て
名
人
位

を
獲
得
し
、
と
う
と
う
七
冠
を
達
成
し
た
。
▽

そ
も
そ
も
プ
ロ
の
棋
士
は
天
才
の
集
ま
り
と
言

わ
れ
、
全
国
か
ら
神
童
と
呼
ば
れ
る
者
が
集
う

中
か
ら
、
一
年
に
四
人
し
か
誕
生
し
な
い
狭
き

門
。
故
米
長
永
世
棋
聖
は
「
兄
貴
達
（
三
人
）

は
頭
が
悪
い
か
ら
東
大
へ
行
っ
た
。
自
分
は
頭

が
良
い
か
ら
将
棋
指
し
に
」
と
い
う
言
葉
を
残

し
て
い
る
。
▽
そ
の
精
鋭
の
中
で
、
彼
は
前
人

未
踏
の
数
々
の
記
録
を
打
ち
立
て
、
プ
ラ
イ
ド

の
高
い
棋
士
達
に
「
善
悪
を
超
え
た
芸
術
作
品
」

「
将
棋
の
ス
ピ
ー
ド
、
積
ん
で
い
る
エ
ン
ジ
ン
が

違
う
」
と
ま
で
言
わ
し
め
て
い
る
。
▽
数
学
的
・

論
理
的
思
考
能
力
や
情
報
解
析
力
、
そ
の
大
局

観
や
集
中
力
・
記
憶
力
・
発
想
力
・
・
。
彼
の

頭
の
中
に
は
ど
ん
な
光
景
が
広
が
り
、
先
に
何

が
見
え
て
い
る
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
。
▽
天

性
の
能
力
に
加
え
て
、
凡
人
に
は
模
倣
し
難
い
、

寸
暇
を
惜
し
ん
で
研
鑽
に
努
め
る
資
質
。
そ
し

て
奢
ら
ず
謙
虚
な
姿
勢
。
活
躍
の
場
は
違
う
が
、

米
大
リ
ー
グ
大
谷
翔
平
選
手
に
も
共
通
す
る
卓

越
し
た
特
性
だ
ろ
う
。
▽
将
棋
界
を
こ
え
て
、

広
く
世
の
中
に
明
る
い
話
題
を
も
た
ら
し
て
く

る
「
将
棋
の
神
に
選
ば
れ
し
青
年
」
の
活
躍
を
、

今
後
も
楽
し
み
に
見
守
り
た
い
。
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先
日
、
太

平
山
山
頂

へ
の
荷
上

げ
作
業
が

恙
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ま

も
な
く
開
山
祭
を
迎
え
ま
す
が
、

今
回
は
こ
の
山
開
き
の
神
事
に
際

し
、
こ
れ
ま
で
太
平
山
と
関
わ
っ

て
き
た
中
で
考
え
た
こ
と
を
書
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

神
様
の
ご
分
霊
を
山
頂
へ
お
送

り
す
る
開
山
祭
、
ま
た
山
頂
か
ら

里
宮
へ
お
遷
し
す
る
閉
山
祭
は
特

に
重
要
な
お
祭
り
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
里
宮
を
出

発
す
る
神
人
の
方
々
を
緊
張
感
を

も
っ
て
お
見
送
り
し
て
い
た
の
で

す
が
、
昨
年
の
閉
山
祭
で
は
神
人

の
皆
様
と
一
緒
に
登
る
こ
と
に
な

り
、
特
に
そ
の
思
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

入
社
し
て
か
ら
初
め
て
太
平
山

に
登
っ
た
の
は
、
令
和
元
年
の
お

言
挙
げ
�

太
平
山
に
つ
い
て

権
禰
宜
　
内
　
海
　
磨
　
弥

盆
の
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
時
は
真

夏
日
の
最
中
で
、
里
宮
よ
り
い
く

ら
か
涼
し
い
と
思
っ
て
い
た
山
頂

で
も
暑
く
、
と
て
も
驚
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、鳥
海
山
、

男
鹿
半
島
な
ど
山
頂
か
ら
一
望
で

き
る
景
色
が
美
し
く
、
日
常
生
活

か
ら
ひ
と
つ
離
れ
た
自
然
に
近
い

場
所
で
、
恐
れ
お
の
の
き
な
が
ら

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
山
小
屋
の
開
所

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
異
常

が
な
い
か
確
認
す
る
た
め
、
度
々

山
頂
へ
視
察
の
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
思
っ
た
こ
と
は
、
や

は
り
人
の
往
来
、
繋
が
り
が
な
け

れ
ば
、
神
社
の
維
持
は
難
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
視
察
の
度
に
山

小
屋
の
中
に
入
り
、
状
態
を
確
か

め
て
は
い
た
の
で
す
が
、
一
年
山

小
屋
を
開
け
て
い
な
か
っ
た
だ
け

で
、
山
小
屋
の
状
態
は
以
前
よ
り

悪
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

よ
く
人
が
使
わ
な
く
な
っ
た
建

物
は
劣
化
が
早
い
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

と
実
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。
登

山
道
の
倒
木
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
通
り
が
か
り
見

つ
け
て
く
だ
さ
る
人
が
居
て
、
倒

木
の
撤
去
作
業
を
行
う
協
力
者
が

い
て
こ
そ
対
応
で
き
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

山
を
登
る
人
が
居
な
け
れ
ば
、

木
が
倒
れ
登
山
道
を
塞
い
で
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
何
年
も
た
て
ば
登
山
道
自
体

の
存
続
が
危
う
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
山
の
作

業
に
携
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く

太
平
山
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

開
山
祭
、
閉
山
祭
で
は
里
宮
で

神
人
の
方
々
を
見
送
る
立
場
で
し

た
が
、
今
回
の
開
山
祭
で
ま
た
違

う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
太
平
山
を
愛
し
守
り
続
け

て
き
た
方
々
の
背
中
を
見
な
が

ら
、
私
も
ご
一
緒
で
き
る
よ
う
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。太平山頂上山頂から望む鳥海山
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【本年の日程】
○奉 仕 期 間	 7月9日（日）～9月17日（日）
　奥宮での祈祷やご宿泊を希望の方は、事前にご連絡願います
○開 山 祭	 7月17日（月）海の日　4頁参照
○山ガール登山会	 7月29日（土）～30日（日）　下段参照
○太平山登ろう会	 9月2日（土）～3日（日）　4頁参照
○閉 山 祭	 9月17日（日）午前11時
　神人が前日に登拝し、御分霊を里宮に還御申し上げます。

　今年で第12回目を迎える女性限定の登山会。秋田市のシン
ボル霊峰太平山に登り、山頂で1泊します。登山未経験の方、
初心者の方、1人でのご参加も大歓迎です（山岳ガイド同行）。
　是非この機会にご参加下さい。

【期　日】令和５年７月29日（土）〜 30日（日）（1泊2日）
【集　合】午前９時　里宮
【対　象】�健康な方（20代〜 40代の女性）で、体力に自信が

ある方
【参加費】7,000円（宿泊・食事代、初穂料、保険料、写真代等を含みます）
　　　　 ※山道の運転に自信のない方は、神社の車にて登山口へ向かいます。
【申込み】電話・FAX・メール等。7月22日締切り。担当：和田

『山ガール登山』のご案内第12回 初心者
大歓迎

本年の太平山　奥宮奉仕について
　本年の太平山頂上奥宮並びに参籠所（山
小屋）は、下記の日程で開所となります。
　体調に十分留意され、無理のない登山計画
により、安心・安全で有意義なご登拝となります
ように、皆さまのご理解ご協力の程、切にお願
い申し上げます。
　是非お誘いあわせの上、ご登拝下さいませ。

一
、
神
話
絵
画
　
二
点

�

マ
ー
ク
エ
ス
テ
ル
先
生

一
、
武
道
場
時
計

　
　
㈱
イ
チ
ノ
セ
キ
時
計
店

　
　
　
　
代
表
取
締
役

�

一
ノ
関
　
勝
義
　
殿

一
、
高
額
ご
芳
志

　
　
北
上
石
灰
株
式
会
社

　
　
　
　
代
表
取
締
役

�

多
田
　
祥
茂
　
殿

奉
納
者
ご
芳
名※�先生はご奉納の後、4月24日にご逝去�

されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

※�一ノ関様には長年に亘り
　多くの時計をご奉納頂きました。
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恒
例
に
よ
り
令
和
五
年
開
山
祭
を
左
記
の
日
程
に
よ
り
斎
行

い
た
し
ま
す
。
本
年
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
神
人
奉
仕
、
祭
典
へ

の
ご
参
列
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　
日
　
時
　
　
七
月
十
七
日（
月
）　
午
前
十
時

　
　
於
　
　
　
里
宮
拝
殿

　

こ
の
祭
儀
は
古
式
に
則
り
、
里
宮
で
の
神
事
の
後
、
神
人
奉

仕
の
方
々
に
よ
り
御
神
体
を
太

平
山
山
頂
の
奥
宮
に
お
遷
し
申

し
上
げ
ま
す
。

○ 

ご
参
列
の
方
は
、
七
月
十
日

ま
で
に
係　

和
田
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

○ 

神
人
奉
仕
・
斉
館
宿
泊
希
望

の
方
、
神
人
と
同
行
せ
ず
別

途
登
拝
予
定
の
方
は
、
必
ず

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

○ 

神
人
奉
仕
者
は
斎
戒
沐
浴
を

厳
守
下
さ
い
。

　秋田市のシンボルであり、新日本百名山でも
ある太平山に１泊いたします。清涼な山頂から
は日本海の夕陽や満天の星空、ご来光など360度
のパノラマをお楽しみ頂けます。
　当会は山岳関係者が同行案内をしますので、
初心者やおひとりでの参加もご安心ください。
　ぜひこの機会にお誘い合わせの上ご参加くだ
さい。
   記

【期　日】令和５年９月２日（土）〜３日（日）【１泊２日】
【集　合】午前10時40分　早めの昼食後、神社集合
【対　象】健康で体力に自信のある方（中学生以上）
【登山路】旭又コース
【参加費】（大人）9,500円　（中・高校生）7,000円
　　　　　里宮からの交通費、山頂宿泊食事代、保険料、写真代等を含む
【申込み】電話・ＦＡＸ・メールにて（定員15名）

「太平山に登ろう会」のご案内「太平山に登ろう会」のご案内第63回

令和
5年

開開  

山山  

祭祭
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みよしスケッチ

春
季
例
大
祭
（
五
月
七
日
・
八
日
）

太
平
山
荷
上
げ
（
六
月
六
日
）

協
力
会
境
内
整
備
作
業
（
四
月
十
五
日
）

秋
田
食
と
芸
能
大
祭
典
（
五
月
二
十
八
日
）

奥
宮
視
察
・
作
業
（
五
月
十
三
日
）

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教
授
ご
参
拝
（
四
月
二
十
五
日
）
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　感謝を込めて印鑑を供養するお祭

　愛着ある人形に感謝を込めてお焚き上げする神事
　（人形は９月20日よりお預かりします）

　神様の御加護と自然の恵みに感謝する例大祭
　県内外からの多くの参詣者で賑わいます

10月１日（日）
午前10時 印　章　供　養　祭

午後１時 人　形　感　謝　祭

10月16日（月） 午後６時
10月17日（火） 午前11時

秋季例大祭宵宮祭

秋季例大祭当日祭

新年を清々しく迎えるために、境内建物のすす
を払う恒例行事

１年の罪・穢れを祓い清め、心新たに新年
を迎えるための神事

新年に頒布するお札・お守りをお祓いする神事

　五穀の収穫に感謝する祭事

12月13日（水）

12月中旬

12月31日（日）

午前10時

午後２時

煤　　払　　い　　式

神符守札遷霊清祓式

師　走　の　大　祓　式

11月23日（木） 午前９時 新　　　嘗　　　祭

※毎月８日・17 日は月次祭（午前 10 時）がございます。
※各祭典ともどなたでもご参列頂けます。お気軽にお問い合わせ下さい。

令和５年　下半期主な神事予定（山関係は他項参照）

秋季例大祭 煤払い式 師走の大祓式

主　　催　太平山写生会実行委員会
後　　援　太平山三吉神社総本宮
参加申込　 当日若しくは事前応募（６/20日〜７/８）
参加対象　幼児、小・中学生、保護者
写生対象　 太平山及び神社建物、境内からの風景など
様　　式　水彩、クレヨン、パステルなど自由
審　　査　市内小・中学校の先生
表　彰　式　８月19日（土）午前９時
　　　　　於：太平山三吉神社齋館
　　　　　入賞者に賞状と副賞を授与
皆様のご参加をお待ちしております！

協賛予定　秋田魁新報社・秋田中央郵便局・

　　　　　東日本電信電話㈱秋田支店・秋田銀行広面支店・

　　　　　北都銀行秋田東支店・秋田信用金庫広面支店・

　　　　　秋田県信用組合東支店・株式会社マルシン・

　　　　　一ノ関時計店・花のヤマト・株式会社ぺんてる・

　　　　　㈲木曽塗装・汎山書道教室（順不同）

展示予定　 秋田中央郵便局・秋田銀行広面支店・

　　　　　秋田県信用組合東支店・北都銀行秋田東支店・

　　　　　秋田信用金庫広面支店

第38回 太平山写生会
令和５年7月８日（土）午前9時神社集合（雨天開催）。
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